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概 要：

本会議は，合成開口レーダ (SAR) 全般を対象としたアジア・太平洋 (以後 APと呼称) 地区を中心とす

る国際会議である。SARは，地球温暖化や自然災害等による地球表層変化の把握・地雷等の地中埋設物探

査・非侵襲生体計測・非破壊検査・車載応用等の極めて多岐に亘る分野において，必要不可欠な要素技術で

あり，「人間と機械 (電磁波計測器) との調和」を実現する重要な技術である。本会議で扱う研究分野は，エ

レクトロニクス・地球科学・情報工学等の幅広い研究分野にまたがる。本会議の歴史はまだ浅いが，それ故

に現在の多種多様な研究動向に柔軟に対応可能であり，高度な専門性を保ちつつ，分野間の研究協働を促し，

新たな研究領域を創出する場を提供する。

本会議では，Plenary session において，6名の世界的に著名な研究者による特別講演がなされ，衛星観測に

よる地球環境計測や大規模災害への対策等，多くの SAR関連の研究者にとって非常に貴重な情報が提供され

た。また，世界中から注目されている次期地球観測衛星 ALOS-2 の打ち上げプロジェクトが 2013 年度末に予

定されていることもあり，上記プロジェクトを担当している宇宙航空研究開発機構 (JAXA) を中心に，

ALOS-2 に関するスペシャルセッションも併せて企画した。また，当該分野における優秀な若手研究者 (学

生および一般) を発掘し支援することを目的として，Student Paper Competition (SPC) と Young Scientist

Award (YSA) の顕彰を実施した。具体的には，SPC 及び YSAともにAbstract査読で 10名の finalistを選

考し，full-paper論文と発表を選奨委員会が評価した。最終日には，JAXAつくば宇宙科学センターへのテク

ニカルツアーを実施し，日本の宇宙科学の最先端を間近に見学してもらった。全体を通して多くの参加者か

ら充実した会議であったと評価を得た。
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概 要：

SISAは新しい情報技術とその「スマート」なシステムに関する国際ワークショップとして企画され，7 回

目となる本年度は 9月 30日から 10月 2日にかけ愛知県名古屋市のウィンクあいちにて開催された。本会議

は高度な適応性・柔軟性を持つ通信システムや情報処理システムなどの設計・開発，さらにそれらの実用化

ついても検討することを目的としており，専門領域が幅広い分野を横断することから，分野の壁を超えた専

門的な情報交換・研究討論が可能である。また，本会議は若手研究者からの研究発表を奨励しており，ポス

ターセッションを主体とすることで議論が活発に行われ，特定領域の常識にとらわれない様々な知識が融合

したアイデアの創出，研究推進が期待される。

会議には過去最大となる 128名 (日本から 121名，外国から 7名) が参加し，59件のポスター発表，13件

のオーラル発表の中で無線通信やマルチメディア，信号処理など多岐にわたる活発な議論がなされた。さら

に，理化学研究所のAndrzej Cichocki 博士によるテンソルネットワークを用いたビッグデータ解析，東京医

科歯科大学の三林浩二教授による最新のバイオセンサ技術に関する招待講演が催され，いずれも聴講者の注

目を集める講演であった。チュートリアルセッションでは，3名の講師から若手研究者を対象とした様々な研

究分野の基礎やトレンドなどに関する講演が行われた。

以上より，SISA2013は会議の目的としている情報技術の発展，および若手研究者の育成に貢献できたもの

と考えられる。
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